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クロッカスから分離された beanyelow mosaicvirus (BYMV)
の諸性質並びにBYMV3系統の血清学的類縁関係





























ンドウから分離された BYMV-0 (p-25M),グラジオラスから分離された BYMV-Gお
よびエビネから分離された CIYVV (Ca卜35)18)も並行 して供試した.



























































科 8種 (10品種)に全身感染し,5科15種 (20品種)に局部感染 した.それらのうち主な
感染植物における病徴をTable2に示した.なお,サフランから分離された Cr0-13分離
株の寄生性t)本ウイルスとほぼ同じであった.






ソラマメ (VlrCiafaba)'接種糞には小えそ艶 車を生じ,全身感染して,接種 1週間後頃
から上兼に明瞭なモザイクを現した (PlateI,4′
エンドウ (Pzlsumsatiuum):接種薬には退色斑点を生 じ,全身感染して接種 1週間後項
から上薬にモザイクを現した (PlateI.5).
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FigL Partic一elengthdistributionofBYMV (Cr0-4)isolatedfromCrocus




























とは全 く反応 しなかった (Fig.2).
間接 ELISA法 (トELISA) 本ウイルスと他の BYMVの2系統iJlよびCIYVVとの
血所掌的類縁関係を I-ELISA で調べた (Fig.3).抗本ウイルス IgG を用いた場合.
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わが国ではBYMVは寄主鈍間の違いにより,狭いもの (ソラマメモザイク系 (B),エン





か報告したサフランからの BYMVは N cleuelandiに全身感染し,インゲンマメ,N.
glutmosaおよびN tabacum には感染しないが,本ウイルスおよびサフランからの Cr0-
13分離株は,N.cleuelandiに局部感染したが全身感染せず,インゲンマメ,N.glutinosa
およびN.labacumに感劉生があるなどの点で違いが見られた.本研究で比較に用いたBYMV

























mP 以下で,本ウイルスと BYMV-0 とはほとんど同じ値であった.前述の相互血清反
応試験の結果から,供試4校のウイルス間の血酒学的位置づけを試みてみると,本ウイル
スは BYMV-0 と類縁関係が高く,BYMV-C とはやや離れ,CIYVVとは遠縁関係にあ
ると判断された.
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